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膨
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迹
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の
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方
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問
題
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ざ
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し
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しV

此
囘
收
可
能
の
遲
速
?:
標
準
€
し
て
分
類
す
：れ 

ば
四
糧
の
資
金
.流
動
と
爲
す
を
#
る

の

で

.
あ

る
:0
'

.

一
、
準
備
金
.

(

短
期
僙
權
を
合
む) 

'

,

ニ
、
動
產
的
長
期
資
產
'

:■
■

三
、
長
期
回
定
資
產
.

‘

1
H
、

不
動
産 

是
等
四
種
の
中
準
備
金
最
も
囘
收
の
度
速
か
し
て
、
 

不
動
産
最
も
遲
し
、
準
備
金
に
は
"
貨
幣
"
利
札
、
大 

藏
省
證
券
、，

銀
行
預
金
株
式
ロ
ー
ル
I

ン
等
を
♦
み 

動
産
的
長
期
資
產
に
は
所
有
手
形
貸
金
等
を
含
，み
、
長 

期
固
定
資
金
に
ば
組
合
加
入
の
爲
め
放
下
せ
る

資
金
、
 

關
係
會
社
.へ
'の
放
資
、
等
を
合
む
"
而
し
て
資
産
流
動 

性
如
何
.の
間
題
S

1

個
に
分
つ
を
要
し
、
第

I

の
間
題 

は
»
備
誉
外
來
資
金
と
の
關
係
、
第1

一
の
問
題
.
は

外
 

來
賢
金
が
準
備
金
以
外
は
如
何
に
使
用
せ
&
れ
o
，
ぁ 

る
や
の
.問
題
で
あ
る
、
前
者
を
直
接
準
備
金
の
問
題
ミ

云
ひ
得
べ
け
れ
ば
、
後
潘
は
間
接
準
備
金
の
間
織
で
ぁ 

る
y

而
し
で
直
接
準
備
金
す
外
來
資
金
の
比
率
の
'如
何 

は
預
金
の
安
全
截
實
ビ
密
接
な
る
關
係
を
有
す
る
も
の 

で
あ
る
、
此
點
は
鈒
行
經
營
渚
の
苦
心
の
存
す
る
：所
に 

し
て
、
科
學
的
精
確
を
以
っ
て
明
確
に
知
る
能
は
ず
、

枳

0

§
—
75

1
8
7
6
—

8
0

1881—
85

IOO
OO
ON
I

I00
9
I 

—
95

I00
QCT
V
I
O
O

1
8
1
—

O

 
パ

1
0
0
6—

M0

特
殊
：£

1
驗
は
竣
つ
こ
^

頗

る

多

し

、

蓋

し

準

備

金

，の 

多
少
は
私
經
濟
的
立
，脚
地
ょ
&
見
て
' 
銀
行
收
益
一
R
至 

大
の
影
響
を
與
ふ
る

.

が
^:
で
ぁ

.る

、

今
m

®
金
^
外
來
. 

資
金
の
.坨
率
を
明
か
に
せ
ん
。.(

百
分
率)

i

 

I

I

齡

"

i i
i

372
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m  办 ijr\ A O  w  V O

此
表
の
示
す
る
が
如
く
直
接
準
備
金vj

外
來
資
金
と|

す
る
は
餘
り
に
近
視
服
：的
で
あ
る
、
蓋
し
此
事
實
は
他
. 

の
比
率
は
漸
次
惡
化
し
?'
、
あ
ぅ
.、
-是
等
の
事
實
は
獨|

の
®
雛
な
る
事
狀
を
麵
解
す
る
を
要
す
る
か
ら
で
あ
る 

逸
兼
營
鈒
行
反
對
者
に
糧
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
、
然
其
理
由
を
驗
せ
ん
R
S (

一)

銀
行
及
工
業
の
集
^
的
耀 

し
此
一
辦
實
を
逃
礎
S
して、.獨逸
兼
營
龈
行
を
批
難
勢
、へ

‘こ
}豫
期
以
上
に
エ
業
»
金
を
龈
行
に
擧
げ
し
ー 

站
十
/
5

x

Aaf
.

v
雜錄獨逸雜链龈行餘
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第

十

二

涵

(

九
八
六〕

雜

•錄

S
J

逸
娥
瞥
銀
衍
論

(

3)
前T.1

個
の
事
*
の
き
達
ょb

l
n

然g

に

生
す
る
投 

.

賧
の
■
腰
是
れ
で
お
る
、
此
攀
要
素
の
存
在
は
長
期
債 

權
办
墙
加
を
馓
ら
し
た
、
藍
し
、
第
一
の
'事
實
は
ヽ
關 

係
龠
觥
に
加
入
せ
し
め
其
結
果
永
續
資
金
を
增
加
せ
し
，
 

め
、
第
二
及
第
三
の
现
*

は
引
受
を
«

な
ら
し
め
た
結 

粜
で
あ
る
、
さ
れ
ば
此
漸
減
的
準
備
金
を
見
て
必
ず
し 

も
悲
觀
す
る
に
及
ぼ
す
、
應
中
運
動
の
a
烈
な
る
に
從 

a
、
此
傾
向
は
大
ヾ」

な
る
も
の

で
あ
る
、
今
準
#
金
中 

に

手
形
が
如

何
な
ふ
道
耍
を
葙
す
る

を
見
ん
に
次

の
如 

-

し
。',
:

.

.

.

.

:

.

m
行
名

:.
.
:
:
、
:

:

西
分
率 

觸
乙
銀
行 

五
八
、
‘
.

ド
'レ
ス
.

デ
ン
嫌
行
- 

$
三
、

ぃ
割
別
會
社
：

'

:

:

'
 

>

五
三
、
;■

k

。
シ
：r
'
t
N
.
ハ.ク
ゼ
ン
.セ
''>
.銀
行
紙
合
.
<2t
ニ
、
'

伯
林
商
業
龠
«

.

.

.

®

A
,>
.
 

.
申
部
獨
逸
信
用
銀
#

. 

. 

k 

；

。

職
七
、
、：

第

七

绒

ニ

ニ
 

.

ド
商H

銀
行 

四
六
？

■
商
業
割
引
銀
行 

' 

四
©
、 

獨
逸
國
民
銀
我
.

0

〇
、
 

手
形
以
外
に
て
準
儆
金
を
成
す
も
の
は
、
現
金
、刺
札
、 

銀
行
へ
の
预
ヶ
金
、
繰
延
業
務
資
金
、
及
抵
當
貨
資
金 

等
で
あ
る
。
 

.

次
に
迫
る
問
題
は
、
動
産
的
長
期
資
產
、
長
期
固
定 

資
産
及
不
動
齑
放
資
が
總
營
業
資
金
に
對
し
、
如
何
な 

る
比
率
を
有
す
る
や
の
問
題
な
る
も
、
歷
史
的
若
し
く 

.ば
發
展
的
に
此
關
係
を
爾
明
に
す
る
統
計
的
材
料
に
信 

憑
す
ベ
き
も
の
な
.き
が
故
に
、
其
硏
究
を
他
日
に
讓
b 

目
1
の
攻
索
に
於
い
て
は
ぺ
間
題
を
極
限
し
て
、
株
式 

放
資(

自
己
所
有
の
有
價
證
券)

組
合
業
務
に
對
す
る
放 

資
、
：及
當
座
貨
越
呤
問
題
杞
觸
れ
ん
と
欲
す
。

銀
行
，
名
、

.

-
棘
式
放
資
組
合
業
務
へ
の
放
資
當
'座
贷
越 

l 

モ

パ

.:
;

.

5

-五$

「

啤

X

銀

行

：

山
">
:
七

.

.
え
、八

.

赃
ひ
-ひ

刺
''
m

脅

社

：

三
、七

, 

' 

五
，七
：.

三
九
、三
.

伯
林
商
業
銀
役
：

b

、

0
 

.

.

. 

5

,

七

■

四
ニ
、〇

' 

、

中
部
獨
逸
信
爪
銀
行

.

:

三
*
八
.

:

四
、
七五八

'1 

糊逸銀行

'

H

、o

一
一
、
こ

三

一

、
四 

■
商
業
割引銀行

.

七
、八

H

、六
，

四
〇
、七

:

:

ド
>
ス
デ
ソ
銀
行

;'
.
.

「

.::
:

玉
、ニ

.

'

:
四
、〇
：

-

四一

、七 

頌
逸
國
民
銀
行

.

.：
六
、
一

.
八
、七

•
'
三
九
、

;-j

前
表
に
依
り
て
見
れ
：ば
、
株
式
放
賢
が
最
大
な
る
もj 

の
に
し
て
七
分
九
厘
、
：最
小
な
る
も
の
ド
_
ぅ

て

は

:

| 

實
に
三
分
を
占
む
-:
る
：に
過
笤
ず
、
；さ
れ
ば
、.

佛
國

の| 

Credit M
l
e
r

 V

獨
逸
兼
營
銀
行W

を
同一

視
す
る
’ 

は
事
實
ヒ
誤
信
す
る
も
の
で
あ
る
、
組
合
業
務
へ
の
放 

資
も1

割
は
最
大
.に
し
V
--
1分
一
：一
厘
は
最
小
で
あ
る
、 

此
原
因
は
ソ
ル
デ
マ
ー
ル
*
ミ
ュ
'エ
ラ
ー
、氏
の
云
へ
る 

が
如
く
、f

今
日
の
兼
營
雜
行
は
旣
に
確
實
な
b
ど
認
識
：
、
 

せ
ら
れ
た
る

會
社
へ
放
資
す
る
を
好
む
傾
向
あ
り』

(

國 

家
學
者
大
會
一
九
◦
八
年〉

と
事
實
に
ょ
る
.も
の
で
あ 

る
、
さ
れ
ば
烺
近
の
獨
逸
兼
營
银
行
を
看
做
し
て
、
フ 

グ
ナ
ー
が
曾
て
、
»
逸
の
投
機
龈
行
に
對
し
て
云
へ
る 

(

九
‘八
七)

雜

錄

■

獨
逸
骶
營
舰
行
論

惡
駡
：『

投
機
銀
行
の
魁
截
^
る
利
潤
は
_
雜
な
る
投
機 

者
流
又
は
無
經
.©
者
を
紙
罔
し
て
獲
得
し
た
る
,
双
に 

過
ぎ
ず』

云
々
の
，命
題
の
如
し
と
思
へ
.ば
大
な
る
虛
妄 

を
信
す
る
ビ
等
し
き
も
の
で
あ
る
。

要
之
、
兼
營
銀
行
®
資
金
流
動
の
狀
態
元
よ
6
瑰
想 

よ
6
離

る
>
乙VJ

遠
き
も
必
ず
し
も
、
缺
陷
の
充
滿
よ 

b
成
れ
り
し
信
ず
る
こ
ビ
能
は
ず
、
常
に
銀
行
業
務
の 

原
則
に
僑
恃
し
て
貸
方
、
借
方
の
調
和
を
企
望
し
、
其 

路
を
迹
つ
て
居
る
、
而
か
も
此
原
則
を
確
守
せ
ん
.

VJ

す 

る
の
努
力
が
全
く
、
超
個
人
的
：

if

務
な
り
ビ
思
念
す
る 

よ

-
^
生

れ

た

る

も

の

な

る

こ
.
と
は
ボ
ー
ゼ
一
一
ツ
ク
も

云

へへ
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第
十
二
卷(

九
八
八)

雜

.錄獨逸缺瞥銀行論 

a
.

〇
• S. 

1
3

6
)

此
處
に
云
ふ
拟
則
^

|
ぢ)

S
は
银
rr
業
務
の
原
則 

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
0 

八

總
支
出
、
純
收
入
ヽ
及
秘
經
濟
的
收
益
の
問
題
は
經 

' 

‘濟
的
經
勢
關
係
の
解
剖W
密
接
の
關
係
が
あ
る
、
：殊
に 

私
經
濟
的
吹
益
ビ
資
本
金
ヒ
：0
關
係
を
解
剖
す
る
は
.興 

:

.,
味
な
し
と
せ
す
、
是
れ
資
本
金
.の
事
業
收
益
€
の
關
係 

を
語
る
も
の
で
あ

る

、
而
し
て
此
問
題
が
目
下
我
國
に 

流
行
し
づ
つ
ぁ
.る
、
-:
酿
听
實
本
金
の
增
加
の
問
題
ど
变 

,

涉
を
生
じ
來
る
も
の
に
し
て
他
山
の
石
以
つ
て
我
れ
を 

-

.
磨
く
に
足
る
も
の
化
富
む
垆
故
に
硏
究
の
婴
あ
る
义
 ヽ

他
日
の
硏
究
に
讓
ク
た
S
:«
を
廻
し
て
獨
逸
兼
營
級
行 

1

_發
興
の
歷
史
を
闾
顧
し
て
、
21
ら
'に
頭
を
擧
げ
て
現
代 

に
於
け
る
該
銀
行
の
狀
を
見
れ
ば
、
同
銀
行
が
徹
頭
徹 

尾
獨
逸
經
濟
の
雷
耍
に
順
應
し
て
生
起
、
g

M
し
た
る 

乙
€

を
知
る
の
で
あ
る
。
«
收
益
の
硏
究
ば
經
營
形
態

ハ
'
：

て

:
.
:
.
-
.
.

.飯

七

織.'
.
ニ

四

：

の
推
移
を
明
か
に
し
、
營
業
资
金
の
解
剖
は
、
兼
營
餵 

行
と
外
來
资
金V

J

の
關
係
に
導
き
、
此
問
題
は
轉
じ
て 

外
來
資
金
確
實
の
問
®
す
な
り
、
確
實
の
問
題
は
轉
じ 

て
放
資
の
種
類
及
金
額
の
問
題
ど
な
っ
た
。
此
く
の
如 

I. 

く
し
て
銀
行
經
濟
的
經
營
關
係
の
中
心
點
に
至
っ
た
の 

j

で
あ
っ
た
"

®
逸
龈
行
に
對
す
る
過
去
の
批
難
、
及
其 

|

批
難
ょ
0
生
ず
る
?1
々
の
改
革
案
を
羅
致
來
り
て
、
現 

,

今
に
於
け
る
兼
營
鈒
行
?:
批
剑
苦
し
く
ば
#
せ
ん
と
す 

る
は
大
な
る
愚
迁
な
る
を
知
る
、
況
ん
や
、
ボ
ー
ゼ
二 

ッ
ク
の
次
言
あ
る
•に
於
い
て
あ
や
で
あ
る
、
0
く
、

\

.

へへ
 B

e
s
o
n
d
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i
t dier fiir 

einen des bedeutun-
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a:*
〇
. cleltwort,

•

上
述
の
硏
究
は
此
硏
究
の
み
に
て
は
完
壁
を
以
つ
.て 

許
す
こ
ビ
能
は
ず
、
內
外
に
對
す
る
銀
行
經
濟
，の
意
義 

と
重
耍
ミ
を

明
か
に
せ
^

汐
す
る

前
提
論
に
過
ぎ
ざ
る
一 

の
で
ぁ
る
、
只
獨
逸
兼
營
鍬
行
を
看
倣
し
て
、
鈒
行
業j 

務

の

變

則

業

務

の

み

を

營

，む

も

の

と
爲
し
、
或
は
又
純 
一| 

然
た
る
預
金
鈒
行
制
度
を
以
つ
て
、
理
想
と
し
、
其

國

| 

民
經
濟
の
如
何
を
顧
臌
せ
ず
、’
人
爲
的
に
之
を
創
設
す
：j 

る
を
得
べ
し
^
爲
す

.も

.

の
に
：考
慮
の
機
會
を
■
少
な
が 

ら
も
與
ふ
れ
ば
拙
文
，：の
起
稿
の
自
的
0
大
半
を
達
す
る|

も
の
て
あ
る
、
 

.\

D
i
e

 

Theorie 

a
n

 v u
n
d

 

f

口r 

sicli 
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nichts 

als 
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insofern 
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a
n
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e
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N
u
s
a
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e
n
i
l
a
n

cfq
'
d
e
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wcrsheinuagen glau

crell m
ach

t
,

 G
e
o
c
t
h
e
,

c/
で ruche 

m
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